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	 １.はじめに	 

本考察で述べる知財評価技法は、知財の強み・弱みに着目した知財評価収束技法での診断結果をふまえ、知財

開発者が想定された顧客ターゲットを意図的に変更する事でアイディアを発散させ、知財の眠っている価値を引

き出すものである。本考察では、本技法で使用する強み・弱みカード、5x5x2 マトリックス、アレンジカード、

ペルソナカードという診断ツールの特徴と、本技法による診断方法全体の流れ（本技法の構成）について説明す

るとともに、本技法の可能性について言及する。	 

	 

	 ２.知財評価技法の構成	 

	 当技法の全体フローチャートを図１に示す。診断フェーズは大きく4

つに分かれる。それぞれのフェーズは、第１段階の事前診断から始まり、

以後、強み弱み診断、ニーズアレンジ診断、ペルソナアレンジ診断と続

く。事前診断と強み弱み診断は、知財の評価を収束させ、知財や商品の

持っている強みや弱みを明らかにする。後半のニーズアレンジ診断、ペ

ルソナアレンジ診断は、知財・商品の可能性を拡げ、新たな価値や可能

性を模索するためのものである。	 

このフローチャートをもとに、各診断ツールを使い、診断フェーズを

順次組み合わせることで、診断目的に沿った合理的な診断を短時間で進

めることができる。	 

	 

	 ３.各診断フェーズで使用される診断ツール	 

	 各診断フェーズでは、診断目的を達成するのに効果的な技法とともに、それらをサポートするツールを開発し

た。サポートツールは、強み・弱みカード、5x5x2 マトリックス、アレンジカード、ペルソナカードの 5 点であ

る、以下、各ツールの概略を説明をする。	 

	 	 

	 強み・弱みカード：	 

	 強み・弱みカード（図２）は知財の強みと弱みを抽出するツールである。

クライアントが想定するターゲットをイメージしながら、知財の強み・弱

みを2段階で表記する。矢印部分には、「が」「は」「に」「なので」などを

入れ1枚に1つのことを記述する。これは診断者が指摘事項を1つに絞ら

せるためのものであり、書かれたカードをファシリテーターが容易に分類

できるようにするためのものである。左右下の隅部に強みと弱みのチェッ

クボックスがあり、ここにチェックマークを記入する事で、このカードが

強みか弱みであるかを簡単に明示できる。	 

	 

	 5x5x2 マトリックス：	 

	 強み・弱みカードでの診断アウトプットは、図3に示す5x5x2マトリックス（強みの5×5=25枡と弱みの5×5=25

枡のいずれかの枡目）に配当して整理・分類する。横軸はものが生まれて消えるまでの時系列軸であり、縦はも

のの要素を表す要素軸である。この表を念頭におけばファシリテーターは抽出結果を分類しやすくなる。また、

	 	 図1.	 知財評価技法のフローチャート	 

図2.	 強み弱みカード	 



抽出の漏れも少なくなる。左右対称であるので、左

の強みがなく右の弱みばかりが出ている升目の項

目はかなり問題を抱えていることを可視化できる。

マトリックスで可視化できることは、言葉だけの診

断レポートより診断の客観性を担保できる。そして、

クライアントにも診断結果を納得してもらいやす

くなる。	 

	 

	 アレンジカード：	 

	 アレンジカード（図 4）は、ターゲット、ニー

ズ、アレンジ、ベネフィットの4つの思考キーワ

ードをもとに、診断者は強みを更に強くする方法、

弱みを改善し強みにアレンジする方法などを抽

出するためのツールである。ニーズとは機能でな

く、ターゲットが欲している必要性であり、ベネ

フィットとは、その欲求が満たされた時に得られ

る効果である。ニーズ先行で思考する事は、発想

の可能性が広がると考えている。	 

	 

	 ペルソナカード：	 

	 図5にペルソナカードを示す。異なる顧客ター

ゲットを意図的に変更することで、新たな顧客の

視点からニーズを見出し、診断者の思考を刺激し

ながらアレンジの幅を広げるためにこのカード

を活用する。アレンジをさらに促進するように合

理的にキャラクターの振れ幅を拡張する切り口

として、仕事、家族、情報の３カテゴリーにおい

て濃度設定を行い、効果的な診断の指標として活

用する。ペルソナカードは、主要な顧客像を網羅

し、128種のカードを用意している。	 

	 	 

	 ４.	 本技法の特徴と可能性についての考察	 

本技法は、知財対象である「仮想の物等」にも

とづき、対象物の価値を大きく逸脱せずに改良を

加えることができる。元のアイディアを全否定す

るのではなく、そのエッセンスを活かす意味で、知財活用に資することとなる。特に、対極値のペルソナカード

を組み合わせて、意図的に発想を刺激する点は、仮想の物等自体の構成の変更と新たな顧客開拓（マーケティン

グ）とを同時に達成しうる点で、従来の手法にはみられない優れた点である。いわば、構成とマーケットを「同

時に微調整」して、知財の発想をマーケットに適合させ、「知財に命を与える」作業と言える。	 

KJ法等の発想技法は、問題点などを討議することには向いているかもしれない、しかし、いわゆる死の谷で身

動きのとれない知財を救出することには必ずしも結びつかない。このような状態を繰り返すことは、研究開発の

効率という面において望ましくない。当技法では、上述の「同時に微調整」を短時間かつ合理的に達成できる。

よって、当技法が普及すれば、日本全体の研究開発効率の底上げとなる可能性を秘めたものであると考える。	 

図4.	 アレンジカード	 

	 図3.	 5x5x2マトリックス	 

図5.	 ペルソナカード	 


